
 

                

 

 

ＣＡＰ
キ ャ ッ プ

（Child Assault Prevention） 

  ＣＡＰは、子どもがあらゆる暴力（虐待・いじめ・誘拐・痴漢など）から 

自分の大切な心とからだを守るために何ができるかを教える教育プログラムです 
 

寄寄寄稿稿稿                 子育てを線,面へ   
 
本校では、昨年度から「ＣＡＰあきた」のお世話になり、生徒指導の充実を図ってきております。

今年度も 11 月に、3 年生がワークショップを行いました。その際、給食後にＣＡＰの方とお話をし

た一人の子が「聞いてもらってすっきりしたあ」と笑顔で話していたということを担任から後で聞き

ました。私は、親でも先生でもないけど、自分を分かってくれるおとなを知った笑顔でもあったろう

かなあと感じたところでした。 

それから半月位して、今度は私が笑顔になるときがありました。 

「未来の子どもたちのために！」と題した、Ａ3 一枚のカラーで中折りになったものが郵便受けに

入っていたので、一体何だろうと思って見ましたら、河辺町内会長協議会だより第一号とあります。

中を開きましたら、「『地域づくり組織』に向け始動！！河辺町町内会長協議会では、（仮称）『河辺市

民サービスセンター』化に向け、『地域づくり組織』結成のために取り組みを始めました」とありま

す。私は中を読み、あらためてタイトルを見て、自分が笑顔になるのを感じました。そして口幅った

い言い方ですが、子どもに託す、そのためのおとなの責任も想像され、教育に携わる一人として素直

に感謝も覚えました。 

ところで、秋田市小学校長会では、昨年度から「元気な秋田をつくる学校であり続けるために」を

テーマとして研究に取り組んでいますが、進めるに当たって、研究部長がこう述べています。「・・『生

きる力』にあふれ進取の気概に富んだ子どもたちを育てるため、これまで以上に保護者や地域社会の

方々、及び、関係する他の社会セクターの方々との相互連携を充実させていくことが不可欠である」

と。これは子どもを育てるということに関するおとなの、その質的存在とでもいうべきものを『点で

はなく、線・面へ』という期待であるように思われます。 

他校もそうでしょうが、本校では毎年保護者に、学校の教育活動についての評価という意味でアン

ケートをお願いし、その受け止めと学校としての考えを文字にして伝えてきています。昨年度、こん

なことを書きました。「・・例えは適切ではありませんが、もし『いじめの衣を着ている』としまし

たら、それは学校の中だけでも、家庭の中だけでもありません。学校も家庭も 100％の責任を持っ

て考えていかなければならないと思います」と。また、昨年度末のＰＴＡ全体会で「家庭だけの子ど

もではない、学校だけの子どもではない、小学校だけ、何々だけの子どもではない。・・少なくとも、

〇〇任せにせず、河辺の子として共に育てる、その手作業に来年度も変わらずに取り組んでいきたい

ものです」と、多少力を込めて話しました。同じく昨年度からですが、学区内の民生委員の方々にお

願いし、朝のあいさつの声かけを、一回当たり 3 日間ほど、年二回実施してきています。いずれも点

ではなく、せめて線としての子育てでありたいと思ったからです。 

新たな点を生み出す、点と点をつなぐ、面にしていく、ましてや質的に求めていく、今は非常に難

しい作業になってきています。しかし、誰かが担わなければならないものでしょう。その誰かに学校

もなっていく、この後もそうありたいと思っています。学校も未来を託すのは子どもですから。 
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秋田市立河辺小学校長 鶴田康夫 

｢CAP あきた｣からのお知らせ   活動会員を募集しています。   

CAP あきた事務局 細部あけみ TEL 090-4630-9775 FAX 018-879-2869 

ＣＡＰあきたホームページ http://www.akita-kenmin.jp/cap-akita/ 

 

http://www.akita-kenmin.jp/cap-akita/


Ｈ２1 年度活動報告（2 月末現在）   会員研修受講報告 
ＣＡＰワークショップ実施報告      アサーティブトレーニング（五所川原）3 名  

潟上市立大久保小学校（1 年、保護者）   J-CAPTA トレーナー公開ＷＳ（酒田）2 名     
秋田市立河辺小学校（3 年、保護者）    児童養護施設プログラム養成講座（新潟）1 名 
にかほ市教育委員会社会教育課（おとな）  CAP プログラム養成講座ベーシック（鶴岡）1 名 
                     同上 フォローアップ研修（鶴岡）1 名 
                     相談援助者のためのサポートセミナー（秋田市）1 名 
                     児童虐待対応職員等研修（予定）（秋田市）4 名 

  

 

     

                        

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

CAP あきた公開セミナー2009                
 

 

 
基調講演「虐待の現場からー子どもたちの叫び」 

 講師 西澤哲（山梨県立大学教授） 
 

パネルディスカッション 
 「子どもの力を信じて、わたしたちおとなができること」 
 
 コーディネーター 柴田健（秋田大学教授） 
 パネリスト    加藤淳朗（県中央児童相談所） 
          稲場みち子（チャイルドライン） 
          水野京子（長信田の森心療クリニック） 
          渡部由理枝（感恩講児童保育院） 
 アドバイザー   西澤哲（山梨県立大学教授） 
 
平成 21 年 7 月 12 日（日）秋田市文化会館にて 
 
秋田市ふれあい福祉基金から補助金を戴き、上記の内容でセミナーを実施することができました。
会場が満席になるほどの参加者から、多くの質問と感想を頂戴いたしました。ここに感想の一部を
紹介いたします。 
『現場の声と専門知識がバランス良く、聞きやすかった。』『「過去は変えられないが、未来は変え
られる」のキーワードが心に残った。』『子どもを見る目が明日から違うと思う。素人の私にも理解
できるセミナーだった。』『「市民が声を上げて変えていこう」「生まれてきた子を大切にしていこう」
「虐待を否認しないで、子どもに謝れるおとなになりましょう」など、感銘を受ける内容だった。』 

CAP についてよくいただく質問（教職員ワークショップ冊子より）  
Q：権利を強調することで、クラスが乱れたり学校の規則を 

守らなくなるのではないでしょうか。 

CAP で子どもたちに教える「権利」は全ての人が生まれながらに持っているもの、奪われては生
きていけない「人権」、すなわち「基本的人権」のことです。CAP では自分の権利を守ること、
奪われないことを強調すると同時に、友だちの権利を守ることの大切さも教えます。もし、CAP

プログラムを受けた子どもが権利を間違って使った場合は、CAP を復習するチャンスです。「人
権」と「その他の権利」について子どもと話し合ってください。CAP では自分を大切にすること
が、他の人を大切にする子どもを育てることにつながると考えています。 

 
ＣＡＰ小学生プログラム養成講座フォローアップ研修に参加して    細部あけみ 
 

昨年「ＣＡＰ小学生プログラム養成講座 in 鶴岡」が開催され、当会に新たに２人のＣＡＰスペシャ
リストが誕生しました。本年度からは有資格者もフォローアップ研修として受講できることとなり、
私も参加させていただきました。ＣＡＰプログラムは、私たちスペシャリストが言葉で伝える事だけ
でなく、プログラム自体に多くのメッセージが込められています。例えば、いじめのロールプレイに
おいて、「いじめ役は真に迫った演技をしない」という大切なコツがあります。それは、『見ている子
を怖がらせず、楽しく学んでもらうため』と、『些細な事でも人権侵害であることを理解してもらう
ため』という二つの重要な意味があります。しかしおとなの方は恐怖を感じさせないことに重点を置
いたこのロールプレイを見て、「いじめはもっと悪質で深刻なものだ」とお感じになるかもしれませ
ん。しかしＣＡＰプログラムでは話題性に富むことよりも、子どもの毎日の生活で起こり得る人権侵
害に焦点をあてており、また子どもの身近なテーマを扱うことにより、わかりやすく喜んで参加して
もらえるものと考えています。今回のフォローアップ研修に参加して、上記のようなことを踏まえ、
改めて「理念と実践」が合致した素晴らしいプログラムであるということを再確認しました。  


